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１０月号 

令和７年１０月１日 

堺市立東陶器小学校 

ＴＥＬ ２３６－００３６ 

ＦＡＸ ２３６－００２０ 

１ 水 学費振替日 初研 Ｓ４下校 13:15 ごろ 
６ 月 スクールカウンセラー来校日 
８ 水 委員会活動（前期最終 ５校時） 
９ 木 ＰＴＡ役員会 19:00～ 

１０ 金 芸術鑑賞（５校時） 

１３ 月 スポーツの日（休日） 堺市民オリンピック 
１５ 水 ※①６年連合運動会（金岡競技場・野球場） 
１６ 木 １年研究授業 Ｓ４下校 13:15 ごろ 1-3 は下校 15:00 ごろ 

１７ 金 心臓検診２次（抽出者）13:30～ 

２０ 月 スクールカウンセラー来校日 
教育相談週間① Ａ４下校 13:45 ごろ 

２１ 火 教育相談週間② Ａ４下校 13:45 ごろ 

２２ 水 教育相談週間③ Ａ４下校 13:45 ごろ 
２３ 木 連合運動会予備日 
２７ 月 スクールカウンセラー来校日（午前中のみ） 
２９ 水 委員会活動（後期第１回 ５校時） 
３０ 木 ３年研究授業 Ｓ４下校 13:15 ごろ 3-2 は下校 15:00 ごろ 
３１ 金 ６年にんげん学習交流会（５・６校時本校体育館） 

３年校外学習（大仙公園等） 
※①連合運動会は、順延の場合のみ当日の午前７時１５分までにホームページ 

でお知らせします。 

※修学旅行については「説明会」は行わず、説明内容をデータ配信します。連

運、修学旅行とも、詳しくは６年学年だよりをご覧ください。 

より深くわかることを求めて 
 右下の写真①～⑤は、２年算数の「ひっ算の仕方を考えよう」という単元の授業の様子です。こ

の単元は、たし算やひき算の筆算の仕方について理解し、確実に計算ができることをねらいとして

いますが、単に数の処理として計算の仕方を覚えるのではなく、筆算の手続きが何を意味するのか

を深く理解することが大切だと考え、ブロック等の操作をとり入れて学習を進めました。 

 この時間の問題は、「１０２－６５」の計算の仕方を考えることです。この計算は一の位が２－５

で繰り下がりが発生しますが，となりの十の位が「０」なので、百の位から繰り下げなければなら

ないところに難しさがあります。そこで、ブロックの操作をしてみることにしました。 

 写真①は百の位から１０を繰り下げるため、ひかれる数１０２の１００を１０個の１０に分解し

ているところです。そのうえで、写真②のように１０を１つ一の位に繰り下げ、それを１０個の１

に分解しました。もとからあった２と合わせて、１２となりました。これで一の位の計算１２－５

ができ、答えの一の位が「７」になることがわかります（写真③）。次は十の位の計算です。１０を

１つ繰り下げた９０から６０をひき、一の位と合わせて答えが３７になります（写真④）。 

 上の□の内容が筆算の計算の仕方そのものなのですが、ブロック操作を伴って行うことで、「ひく」

という数の処理は「ブロックをとる」という動き（操作）に置き換えられ、目に見えるようになり

ます。また、写真にあるように、どの数をひくのか、どこまでの計算をしたのかがよくわかるよう

に、ひいた数（＝とったブロック）は手元にそのまま置くようにも工夫しています。こうすること

によって、計算の仕方を覚えるだけではなく、その意味をより深く理解できるようになります。 

                  こうした工夫は１つの学年だけではなく、全学年で行うこ 

                 とによって確実に子どもたちの力になっていきます。 

                  左は１年生のたし算の授業です。１年算数のハイライトの 

                 １つである「繰り上がり」の学習場面です。９＋４の答えは 

                 １０といくつなのかを考えれば分かりやすくなります。そこ 

                 でたす数の４を１と３に分けて、その１を９と合わせて１０ 

                 とします。ここでも９と４を色分けしたキューブを操作しま 

                 すが、分けた１や３がどのキューブなのか、「サクランボ図」 

                 のどの数にあたるのかを常に問いかけ、理解を深めるように 

                 しています。 

                  また、左は３年算数のかけ算の筆算の授業です。３１２× 

                 ３の計算を、お金の図・サクランボ図・分解した筆算の３つ 

                 で解いた考えを板書し、その共通点を探りました。その結果 

                 どの考えも、３１２を３００と１０と２に分けており、答え 

                 は３００×３と１０×３と２×３をたしたものだという点で 

                 共通していました。これがまさにかけ算の筆算の計算の仕方 

                 であり、学んできたことが新たに学ぶこととつながりました。 

                  他の教科等でも、このように深くわかることを大切にした 

                 取組を進めていきたいと考えています。 

１０ 月  の  行  事  予  定 

・１１月の主な行事 

〇４日（火） 

 学費振替日  

〇６日（木） 

 ５年連合音楽会 

○８日（土） 

 土曜参観  

○１０日（月） 

 就学時検診 14:00 

1～６年Ｓ4  

○12・13 日（水・木） 

 ６年修学旅行 

○１４日（金） 

 土曜参観代休 

○２６日（水） 

 初研 S4 下校 13:15 

 

 

※予定は変更すること

があります 

２年 １０２－６５の計算の意味を深く理解します。 

写真１ 

サクランボ図 

サクランボ図 

①１００

を１０に

分解する 

②１０を１つ 

一の位に繰り

下げる 

③一の位

の計算 

５をひく 

④十の位

の計算 

６０をひく 

６０ 

答え３７ 

⑤数カードでも 

考えてみる 

筆算 
お金図 



宿泊学習でつけた力をその次へ 

 ５年生では９月８・９日の２日間にわたって、大阪府立青少年海洋センターで

宿泊学習を行いました。保護者の皆様には前日までの準備を始め、当日のお見送

りやお出迎えなどにご協力いただき、ありがとうございました。 

 今回の宿泊学習の目標は「支え合って自分たちで行動しよう」でした。この点

を含めた成果と課題について、担任の先生たちに話を聞きました。 

 成果としてどの先生もあげていたのは、「次に何をするか見通して行動してい

た」ということでした。各自がしおりを熟読し、２日間の行動のイメージをもっ

て参加できたというのは素晴らしいことです。また、準備から本番までの様々な

活動を通して、学級の枠を超えた学年としてのつながりが感じられるようになっ

たとの話もありました。さらに、「宿泊でここまでできたのだから、学校でそれ以

下にならないようにしたい」という声も聞かれるようになったとのことでした。 

 その反面、しおりには書かれていないことについて、その場で考え判断して行

動する点は課題だとの話もありました。また、「みんな」のかげに隠れて、「自分」

が前に出てこない様子も見られたとの話もありました。この点については、１１

月の連合音楽会への取組の中でも課題として、みんなで本物の合唱を創り上げて

いく活動を通して、解決に向かってほしいと思います。 

 ５年生としての１年間ももう半分が終わりました。あと半年すれば６年生にな

ります。毎日の学習はもとより、大きな学年行事に目標をもって取り組むことに

より、個人として、学年集団として、さらに成長していってください。 

はとぶえ９月号に掲載された本校児童の作品 

９月の学校生活の様子です。 

５年 さあ、海原へ漕ぎ出そう！ 
 
 

１年 砂と関わって、いろいろな気づきを得ていました。 
 

３年 スーパーの販売の工夫について考えをまとめています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４年 実験を重ねて空気てっぽうの秘密をさぐります 
 

６年 炭酸水に溶けている気体は何か，実験で仮説を検証します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太陽学級 大根・ラディッシュの豊作をめざして畑づくりです 
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